
卵巣過剰刺激症候群
（OHSS)について

治療の効率を上げるために、排卵誘発剤を不妊治療では用いることがあります。人は通常月に1個排卵さ

れるようにコントロールされていますが、体質的に卵胞ができない方や卵胞の成長が遅い方の治療効率を

上げるため、また体外受精で卵胞の数を増やしたい時などに排卵誘発剤を用います。時には反応が強く出

て、多くの卵胞ができてしまうことがあります（体外受精の場合はあえて多く作ります）。その際、女性ホルモ

ンが同時に増え、卵巣が腫れるとともに腹水がたまり、血液の流れが悪くなります。重症例では腎不全や血

栓症など様々な合併症を引き起こすことがあります。

そのため、発症が予想される方には、頻回の血液検査や治療の中断、場合によっては入院加療を勧める場

合があります。

通常は時間の経過とともに無治療で軽快することが殆どですが、腹部の張りがひどくなっている、呼吸が苦

しい、尿が少ない等の症状がみられた場合は、医師、看護師に速やかにご連絡ください。

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。

医療法人社団 守巧会

矢内原ウィメンズクリニック

緊急連絡先 診療時間内連絡先：0467-50-0112 

診療時間外緊急連絡先：090-3342-6971にご連絡ください。

● 診療時間外緊急連絡対応時間

月・火・水・金 19:00～7:30

木 10:30～7:30

土 17:00～7:30

日祝日 全時間

● 直ぐに電話にでられないこともあります。その際は、伝言をお残しください。

● 緊急電話料金がかかります。こちらをクリックしてご確認ください。

https://yanaihara.jp/page/expense
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